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F－

‐

陽
ざ
し
も
爽
や
か
な
、
恰
も
、
み
ち

の
く
の
〃
春
〃
を
想
わ
せ
る
よ
う
な
一

月
二
十
三
日
の
午
後
、
大
寒
と
は
い
え

芦
野
の
湖
水
も
ま
さ
に
温
み
か
か
る
か

の
如
き
感
覚
を
も
た
ら
し
め
た
の
も
、

芦
野
の
湖
畔
、
登
仙
岬
の
一
角
に
ひ
と

き
わ
目
立
つ
、
太
宰
文
学
の
い
し
ぶ
み

（
碑
）
で
あ
っ
た
。

異
変
な
暖
冬
と
言
わ
れ
た
、
天
然
的

な
気
象
現
象
と
は
い
さ
さ
か
異
な
り
、

季
節
的
に
も
、
碑
の
周
囲
を
支
え
る
花

壇
だ
け
は
〃
は
る
″
尚
早
、
と
感
じ
ら

れ
た
も
の
の
、
い
つ
と
な
く
変
ら
ぬ
、

し
ょ
う
し
ゃ
な
容
姿
、
生
涯
を
と
お
し

て
の
過
去
さ
え
想
像
で
き
そ
う
な
、
独

特
の
色
彩
を
も
つ
碑
を
ま
の
あ
た
り
に

つ
く
づ
く
、
太
宰
の
お
も
か
げ
を
偲
ば

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。（

広
報
担
当
者
雑
感
）

、

太
宰
碑
を
見
守
る

大
寒
の
芦
野
湖
畔

夕
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地
域
の
総
合
開
発
と
環
境
の
整
備
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Ｆ
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喜
良
市
小
建
設
な
ど
が
中
心
に

で

町
で
は
一
月
二
十
五
日
、
町
議
会
議

員
を
主
軸
と
し
た
、
町
政
の
円
滑
な
運

営
と
振
興
を
は
か
る
目
的
で
当
町
選
出

県
議
会
議
員
花
田
一
、
原
川
一
実
両
氏

を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
招
き
、
金
木

町
政
振
興
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

席
上
、
三
上
町
長
と
工
藤
総
務
課
長

か
ら
、
町
の
振
興
計
画
と
財
政
事
情
の

概
況
報
告
が
あ
っ
た
あ
と
懇
談
に
は
い

り
ま
し
た
。
町
議
会
の
各
議
員
か
ら
は

い
ろ
い
ろ
の
活
発
な
、
し
か
も
建
設
的

な
構
想
が
具
備
さ
れ
た
意
見
が
も
ち
だ

さ
れ
、
な
か
で
も
中
央
公
民
舘
、
喜
良

市
小
学
校
建
設
の
早
期
実
現
な
ど
が
積

極
的
に
促
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
三
上
町
長
は
、
各
位

の
ご
協
力
を
得
て
極
力
実
現
に
努
力
す

る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
両
県
議
会
議
員
も
地
域
の
産

業
振
興
は
も
ち
ろ
ん
、
当
町
の
発
展
開

発
振
興
に
は
鋭
意
努
力
を
注
ぐ
覚
悟
で

あ
る
、
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

金
木
町
に
お
け
る
観
光
地
の
開
発
盤

術
と
観
光
事
業
の
振
興
を
図
り
、
産
業

文
化
の
発
展
向
上
に
寄
与
す
る
目
的
で

一
月
二
十
日
、
町
役
場
に
お
い
て
設
立

総
会
を
開
き
、
規
約
の
制
定
お
よ
び
役

風
の
選
出
に
つ
い
て
協
議
の
結
果
、
役

員
は
次
の
と
お
り
選
ば
れ
ま
し
た
。

▽
顧
問

花
田
一
、
原
出
一
実
、
秋
谷
消
逸
、

新
岡
守
一
、
原
頂
次
郎

▽
会
長

三
上
武
男

観
光
地
の
開
発
整
備
と

観
光
事
業
の
振
興
な
ど
を
Ⅱ
的
に

金
木
町
観
光
協
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

地震の心得

10か条

すばやく火の始,k

あわてて戸外にとび出さず，まず

丈夫な家具などに身を寄せる

1分すぎたらまず安心

火が出たらまず消火

避難は徒歩で，持物は最小限に

狭い路地，へいぎわ，がけや川く

りに近寄るな

山建波‘がけ崩れ，地すべりに注

意

海岸では津波，低地では浸水に注

意

余震を恐れず，デマに迷うな

秩序を守り，衛生に注意

①
②

③
④
①
⑥

会
長
に
三
上
武
男
町
長

▽
剛
会
長

‐
、
、
１
１
０
０
‘
１
１
１
．
，
Ｆ

木
村
金
利
く
商
橘
元
弥
）

ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
‐
‐
９
１
１
‐
１
１
１
０
１

▽
理
事

長
内
城
治
、
其
剛
卸
夫
、
太
田
凸
二

野
呂
正
、
中
西
膜
一
、
木
村
金
利
、

沢
川
茂
、
今
久
米
雄
、
白
川
兼
五
郎

木
村
不
二
男
、
竹
内
武
六
、
藤
井
徳

義
、
田
中
豊
蔵
、
川
中
功
卉
、
川
崎

勝
巳
、
相
馬
宗
子
、
今
松
雄

▽
監
事

柴
剛
秀
雄
、
中
谷
正
、
中
谷
金
阿
郎I

⑦

③

③
⑩

111

(2）



岬
金
盃
を
贈
り

１

自
治
功
労
、
蛙

ＩⅢＩⅢ

」

’’

五
十
三
名

ⅢＩⅢ
町
で
は
、
金
木
町
褒
賞
規
則
に
基
づ

Ⅲ
き
、
四
十
七
年
度
の
優
賞
審
査
会
（
会

川
長
野
宮
雄
造
）
を
開
き
、
慎
重
か
つ
厳

Ⅲ
正
な
審
査
の
結
果
、
三
月
一
日
午
前
九

Ⅲ
時
よ
り
金
木
町
役
場
に
お
い
て
、
つ
ぎ

Ⅲ
の
か
た
が
た
が
褒
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ＩⅢ
▽
褒
賞
さ
れ
た
、
部
門
ご
と
の
か
た
が

Ⅲ
た
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

Ⅲ
Ⅲ
ノ

川
／
通
算
十
二
年
以
上
の
元
町
賎
会
感
員

川
米
谷
甚
九
郎
、
中
村
健
司
、
内
海
糟
蔵

Ⅲ
泉
谷
勝
雄
、
．
‐
大
橘
男
五
郎
、
竹
内
佐
右

ＩⅢ
工
門
、
工
藤
源
三
郎
、
三
上
政
雄
、
白

剛
／
川
直
義
、
中
村
本
真
、
外
崎
惣
五
郎

Ⅲ
／
通
算
十
二
年
以
上
の
元
農
業
委
員

Ⅲ
白
川
粥
四
太
郎
、
中
谷
藤
太
郎
、
木
立

ＩⅢ
民
五
郎
、
今
久
米
雄
、
成
田
勇
蔵
、
今

川
盟
成
、
吉
崎
忠
直
、
米
谷
甚
九
郎
蛤
三

Ｉ川
ゞ
上
菊
次
郎
、
鯉
島
正
次
郎
、
伊
藤
清
慈

川
学
通
算
二
十
年
以
上
の
元
町
職
員

川
／
白
川
長
吉
、
田
中
与
助
、
外
崎
ヨ
シ
、

Ⅲ
岡
田
サ
ダ
、
岩
村
粂
太
郎
、
阿
部
ア
ゴ

Ⅲ
リ
、
小
山
内
繁
四
郎
、
中
谷
新
一
、
伊

１Ⅲ
藤
定
五
郎
、
松
江
伊
三
郎
、
三
浦
禅
雄

Ⅲ
白
川
亜
一
、
田
中
長
石
工
門
、
工
藤
勇
義

仙
）
。
特
別
功
労
者
（
）
内
は
事
賦
内
容

側
▽
山
中
礼
一
（
旧
賂
瀬
村
長
時
代
村
道

川
の
新
投
、
ま
た
原
野
を
り
ん
ご
園
に
造

川
成
、
さ
ら
に
荒
廃
地
を
山
林
に
す
る
な

Ⅲ
ど
現
在
の
潴
瀬
の
基
礎
づ
く
り
に
寄
与

Ⅲ
さ
れ
た
功
紙
）

Ⅲ
▽
中
谷
与
右
工
門
（
町
議
会
議
員
、
農

剛
業
委
員
、
民
生
委
員
の
ほ
か
数
多
く
の

ＩⅡ
要
職
を
歴
任
し
、
階
に
川
倉
部
落
の
指

蜘
導
者
と
し
て
手
腕
を
発
揮
し
、
特
に
土

庁

金
盃
を
贈
り

自
治
功
労
、
特
別
功
労
、

善
行
者
な
ど

五
十
三
名
を
褒
賞
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
金
木
町
褒
賞
規
則
に
基
づ
地
改
良
区
理
事
長
時
代
に
は
農
業
構
造

き
、
四
十
七
年
度
の
優
賞
審
査
会
（
会
改
善
事
業
の
計
画
立
案
し
、
近
代
農
業

長
野
宮
雄
造
）
を
開
き
、
慎
重
か
つ
厳
の
基
盤
確
立
に
寄
与
さ
れ
た
功
緬
）

正
な
審
査
の
結
果
、
三
月
一
日
午
前
九
▽
片
岡
八
千
雄
（
永
年
文
化
服
装
学
院

時
よ
り
金
木
町
役
場
に
お
い
て
、
つ
ぎ
長
並
び
に
幼
稚
園
長
と
し
て
私
学
振
興

の
か
た
が
た
が
褒
賞
さ
れ
ま
し
た
。
に
専
念
し
、
服
装
文
化
の
改
善
に
よ
り

▽
褒
賞
さ
れ
た
、
部
門
ご
と
の
か
た
が
地
域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
紙
）

た
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
▽
今
与
八
郎
（
多
年
金
木
自
動
車
学
校

通
算
十
二
年
以
上
の
元
町
賎
会
強
員
長
と
し
て
幾
多
の
優
良
運
転
者
を
養
成

米
谷
甚
九
郎
、
中
村
健
司
、
内
海
糟
蔵
し
、
交
通
安
全
教
育
に
専
念
さ
れ
地
域

永
谷
勝
雄
，
大
橘
男
五
郎
、
竹
内
佐
右
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
緬
）

エ
門
、
工
藤
源
三
郎
、
三
上
政
雄
、
白
▽
丹
場
多
左
工
門
（
津
軽
特
産
の
ひ
ぱ

川
埴
醗
、
．
沖
荊
嘩
真
淋
桝
崎
惚
宝
側
垂
露
吋
畔
軸
鋤
娠
諏
恥
認
誼
率
壼
い
犀

く
海
外
ま
で
名
を
広
め
、
地
域
産
業
の
身
障
者
等
を
広
く
採
用
、
地
域
職
業
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
）
、
安
定
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
）

●ず

可
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一
Ｆ
Ｍ
、
岨
一

ｋ

二
Ⅱ
心

券
駿
、

ｊ

Ｐ
Ｌ
Ｊ
１
ｑ
．
■

▽
瀬
尾
善
朋
（
津
軽

特
産
の
ひ
ぱ
を
素
材

に
ア
イ
ヌ
こ
け
し
を

創
作
好
評
を
博
し
、

地
域
産
業
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
）

▽
吉
田
与
七
郎
（
永

年
農
業
に
従
事
、
水

稲
の
品
種
改
良
に
専

念
し
、
ま
た
、
献
穀

祭
に
青
森
県
代
表
と

し
て
参
列
す
る
な
ど

地
域
農
業
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
）

▽
吉
田
敏
正
（
永
年

交
通
安
全
協
会
役
員

と
し
て
参
画
、
昭
和

四
十
三
年
交
通
指
導

隊
結
成
と
同
時
に
大

隊
長
と
し
て
陣
頭
指

揮
に
当
り
、
地
域
交 』“『

Ⅱ
１
１
１
且
■
日
９

８
日
■
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
■
０
１
■
■
Ⅱ
■
■

、
６
０１

■
■
■
■
■
■
■
Ｉｒ
Ｌ
ｌ
‐
Ｉ 、

，
、
ロ
ロ

通
安
全
対
策
に
寄
与

さ
れ
た
功
績
）

▽
菊
地
鉄
雄
（
多
年

交
通
指
導
隊
員
と
し

て
交
通
指
導
に
当
り

地
域
交
通
安
全
対
策

に
寄
与
さ
れ
た
功

績
）▽
金
木
地
区
交
通
指

導
隊
金
木
中
隊
（
昭

和
四
十
三
年
交
通
指

導
隊
発
足
以
来
、
交

通
指
導
、
警
察
の
取

締
り
に
協
力
し
地
域

交
通
安
全
対
策
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
）

▽
小
野
寺
勝
之
進

（
永
年
の
り
す
製
造

業
を
経
営
、
こ
れ
を

家
内
工
業
と
し
て
、

未
亡
人
、
老
令
者
、

▽
木
下
清
一
（
昭
和
三
十
九
年
出
か
せ

ぎ
の
父
と
子
を
結
ぶ
Ｐ
ｏ
Ｔ
。
Ａ
文
集

「
か
け
は
し
」
を
発
行
以
来
、
卒
先
し

て
編
集
、
製
作
に
当
り
、
明
る
い
家
庭

村
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
）

▽
嘉
瀬
小
学
校
Ｐ
・
Ｔ
。
Ａ
広
報
常
任

委
員
会
（
昭
和
三
十
九
年
出
か
せ
ぎ
の

父
と
子
を
結
ぶ
Ｐ
．
Ｔ
・
Ａ
文
集
「
か

け
は
し
」
を
発
行
以
来
、
企
画
、
編
集

発
行
お
よ
び
発
送
に
尽
力
、
明
る
い
家

庭
、
明
る
い
村
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
た

功
縦
）

▽
嘉
瀬
下
新
町
子
供
会
育
成
会
（
昭
和

四
十
五
年
子
供
会
育
成
会
を
結
成
、
廃

品
回
収
な
ど
に
よ
り
資
金
を
得
、
子
供

の
遊
び
場
を
工
費
八
万
円
を
投
じ
て
つ

く
っ
た
ほ
か
、
各
種
施
設
を
自
費
で
整

備
す
る
な
ど
児
童
の
健
全
な
育
成
と
不

良
化
防
止
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
）

▽
白
川
壁
太
郎
（
旧
川
倉
農
協
創
立
当

時
自
家
所
有
の
倉
庫
二
棟
を
無
償
提
供

自
ら
農
協
役
員
と
し
て
今
日
の
農
協
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
）

＝

◎
善
行
者

西
堀
久
弥
（
昭
和

四
十
七
年
十
一
月
十

五
日
旅
行
の
帰
途
、

五
能
線
の
土
砂
崩
か

い
に
よ
る
線
路
の
埋

没
箇
所
を
発
見
、
直

ち
に
列
車
の
停
車
手

配
を
と
る
と
と
も
に

最
寄
り
の
駅
へ
通
報

事
故
の
発
生
を
未
然

に
防
止
し
た
功
緬
）

白
川
き
せ
（
豊
か

な
ら
ざ
る
生
活
の
中

で
血
縁
の
な
い
老
女

を
生
活
扶
助
も
施
設

へ
の
収
容
も
断
わ
り

三
十
余
年
間
に
わ
た

り
扶
養
し
て
き
た
善

行
は
他
の
模
範
と
す

る
事
蹟
）

一
一

国
Ｔ
ロ

ー
【

》

一

一画■ら
厚
討
一

再
』
Ｇ
Ｂ
・
口■

一
一

幸
』

11ｴB5B■
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金
木
営
林
署
（
署
長
児
玉
鰯
臣
）
で

は
、
二
月
十
六
日
、
金
木
消
防
署
と
合

①
車
道
で
待
機
す
る
救
急
隊

②
現
場
か
ら
の
救
急
員
た
ち

同
で
、
万
一
の
救
急
事
態
発
生
に
備
え

て
薯
お
よ
び
各
事
業
所
、
現
場
に
救
助

訓
練
の
養
成
さ
れ
た
有
資
格
者
を
配
歴

し
、
敏
速
な
救
助
措
世
が
で
き
る
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
体
制
を
一

刷
強
化
な
も
の
に
す
る
た
め
、
救
急
菱

成
講
習
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

想
定

二
月
十
六
日
午
前
九
時
三
十
分
頃
、

金
木
営
林
署
喜
良
市
山
製
品
事
業
所
管

内
の
大
松
沢
で
、
粥
用
作
業
員
生
産
手

Ａ
（
羽
才
）
が
、
チ
エ
ン
ソ
ー
を
使
用

し
、
ひ
ば
立
木
を
伐
採
中
、
伐
倒
木
の

は
ね
返
り
に
よ
り
、
右
大
腿
部
の
骨
折

と
腰
背
部
を
強
打
受
傷
し
、
出
血
が
多

量
に
見
う
け
ら
れ
生
命
に
も
か
か
わ
る

危
険
な
状
態
で
あ
る
。
と
の
通
報
で
あ

っ
た
。連
絡
お
よ
び
救
助
経
路

金
木
営
林
署
で
は
事
業
所
か
ら
の
通

③
救
出
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト

『

報
に
よ
り
、
速
や
か
に
二
九
番
を
通

じ
て
救
急
車
お
よ
び
ジ
ー
プ
、
菰
雪
が

は
な
は
だ
し
い
た
め
雪
上
車
の
出
動
を

要
請
し
た
。
金
木
消
防
署
の
救
急
班
は

た
だ
ち
に
現
場
に
向
っ
て
出
動
し
た
。

零
積
が
多
い
た
め
救
急
車
は
事
業
所

前
に
待
機
し
、
大
松
沢
事
故
現
場
か
ら

車
道
ま
で
（
約
百
厨
）
を
営
林
署
救
急
員

の
ス
ノ
ー
ポ
ー
ト
で
救
出
し
、
車
道
に

お
い
て
タ
ン
カ
に
移
し
、
更
に
途
中
ま

で
来
た
雪
上
車
に
移
乗
さ
せ
事
業
所
前

④
負
傷
者
の
容
態
見
分

⑤
タ
ン
カ
づ
く
り

で
救
急
車
に
よ
っ
て
病
院
に
向
っ
た
。

営
林
署
の
救
急
員
を
は
じ
め
各
救
急

出
動
員
の
活
発
な
、
し
か
も
沈
清
な
行

動
に
よ
り
、
事
故
発
生
現
場
か
ら
約
十

六
キ
ロ
の
と
こ
ろ
を
わ
ず
か
二
十
分
で

病
院
ま
で
輸
送
し
、
受
傷
者
の
一
命
が

と
り
と
め
ら
れ
た
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
日
救
助
に
出
動
し
た
金
木
営
林

署
長
、
管
理
官
以
下
二
十
名
の
救
急
員

の
行
動
と
表
情
は
、
訓
練
と
は
思
わ
れ

な
い
緊
張
感
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

⑦
雪
軽
へ
向
う

⑥
タ
ン
カ
へ
移
す

⑩救急車病院へ向う（出発） ③雪上車へ移す

（4）
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也
寺
川
ノ
ー
ラ
勺
州
ｌ
／
↓
／
・
‐
句

保
育
所
、

Ｆ
侭
癖
即
翰
誰
い
壺
岫
諦
麺
琿
営
協
力
に

寄
附
さ
れ
た
施
設
と
金
額
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

▽
金
木
町
立
第
一
保
育
所
（
金
木
）

一
金
五
千
円

金
木
美
容
組
合
一
金
五
千
円

金
木
美
容
組
合
（
会
長
大
橘
み
ん
）
終
了
後
、
お
く
れ
た
地
域
社
会
の
公
共
▽
〃
塞
一
葆
育
所
（
嘉
瀬
）

一
金
五
千
円

で
は
、
さ
る
一
月
二
十
九
日
、
金
木
展
施
設
の
拡
充
と
充
実
の
一
助
と
も
な
れ

業
協
同
組
合
大
会
議
室
に
お
い
て
、
昭
ば
、
と
の
こ
と
か
ら
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
△
〃
第
四
保
育
所
（
喜
良
市
）

和
四
十
七
年
度
の
総
会
を
開
き
、
総
会
－
』
Ｆ
一
睡
一
、
ニ
ー
ワ
又
ｆ
】
Ｐ
一
、
う
ぎ
・
フ
弁

一
金
五
千
円

吟

〃
お
み
や
げ
″
ど
っ
さ
り
も
っ
て
で
き
れ
ば
と
考
に
心
か
ら
感
謝
し
、
謝
礼
を
差
し
の
べ

え
日
頃
の
研
究
ま
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
謝
金
を
全
部
、

考
人
ク
ラ
ブ
慰
問
を
畿
謹
裂
篭
講
し
、
ふ
た
た
び
感
謝

』
同
払
】
，
．
。

も
り
津

１
１
１
Ⅱ
〃
ｄ
ｌ

腕
を

（
円
内
は
中
西
会
長
）

大
喜
び
の
お
年
よ
り
さ
ん
た
ち
針
匡

金
木
、
花
扇
舞
踊
研
究
会
発
捌
‐
し
、

さ
る
、
一
月
二
十
一
プ
ロ
も
顔
ま
け
の
演
技
ぶ
り
に

日
午
後
一
時
か
ら
、
金
百
人
あ
ま
り
の
お
年
寄
さ
ん
た

木
町
の
花
刷
舞
踊
研
究
ち
も
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
、

会
（
会
長
中
西
消
逸
）
花
園
会
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

で
は
、
金
木
町
老
人
ホ
ご
馳
走
に
な
り
な
が
ら
大
よ
る

－
ム
曇
訪
す
れ
、
こ
れ
こ
び
の
光
最
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

ま
で
地
域
社
会
の
進
展
な
ら
で
は
と
い
う
と
こ
ろ
か
印

に
ご
尽
力
な
さ
れ
て
き
象
的
で
し
た
。

た
お
年
寄
り
さ
ん
た
ち
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
（
会
長

の
余
生
を
、
い
く
ら
か
田
中
勤
吉
）
で
は
、
こ
の
慰
問

で
も
ね
ぎ
ら
う
こ
と
か
と
多
額
に
の
ぼ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

凸
句
の
。
●
①
守
争
④
■
ら
◆
■
ｐ
ｐ
●
わ
●
■
の
●
●
や
凸
ｐ
の
、
■
凸
■
ｐ
■
角
。
■
争
Ｐ
●
。
①
●
少
●
凸
。
■
①
凸
凸
。
。
■
●
早
■
も
凸
ダ
ダ
寺
己
。
■
少
の
■
や
ｑ
碑
ｐ
ｐ
ｂ
●
■
“
ｐ
■
や
も
。
●
の
■
も
■
卓
ｐ
●
●
口
ｐ
ｐ
ｐ
凸
○
●
。
の
①
時
Ｇ
ｅ
Ｐ
の
■
ら
や
①
ｐ
の
ロ
○
の
ザ
ウ
●
今
や
凸
②
●
●
巳
■
の
Ｆ

総
会
後
の
．
ハ
ー
テ
ー
で
琴
橇
噌
鴇
聡
鵠
梱
娼
小

総
会
－
を
催
し
、
そ
の
収
益
を
、
つ
ぎ
の
各

一
金
五
千
円

ん
施
設
に
役
立
た
せ
て
く
だ
さ
い
と
、
組
▽
〃
川
倉
児
童
舘
（
川
倉
）

み
合
を
代
表
し
て
、
大
橘
み
ん
さ
ん
、
栄
一
金
三
千
円

一
端
銅
州
塞
郡
識
鋤
確
蝿
眠
華
感
睦
髄
じ
て
▽
金
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

一
金
三
千
円

》
こ
の
ご
協
力
に
対
し
て
町
当
局
は
、
▽
金
木
文
化
服
装
学
院
幼
稚
園

各
種
事
業
の
振
興
に
と
も
な
う
施
設
に
一
金
五
千
円

金
木
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
（
校
長

太
田
昌
二
）
で
は
、
地
域
の
産
業
振
興

を
目
ざ
し
、
現
在
の
訓
練
校
を
な
お
一

掴
充
実
し
た
施
設
の
増
設
、
ま
た
教
材

用
機
械
、
器
具
の
稚
備
拡
充
を
は
か
り

県
立
木
造
専
修
職
業
訓
練
校
金
木
分
校

を
併
設
し
ま
し
た
。

鉄
工
部
門
の
熔
接
関
係
は
昨
年
よ
り

建
築
部
門
は
本
年
一
月
よ
り
開
業
三
月

ま
で
三
ヶ
月
間
専
修
訓
練
さ
れ
る
わ
け

で
す
。
鉄
工
部
門
で
は
岡
部
由
正
講
師

建
築
部
門
で
は
成
出
良
一
講
師
と
、
優

秀
な
先
生
方
が
訓
練
指
導
に
当
る
た
め

修
了
期
間
三
ヶ
年
で
一
人
前
の
鉄
工
技

術
者
、
あ
る
い
は
建
築
技
術
者
に
な
れ

る
わ
け
で
す
。 ロ

素
質
を
活
か
し
た

大
工
さ
ん
、
鉄
工
技
術
者
に

な
ろ
う
と
一
生
懸
命

県
立
木
造
専
修
職
業
訓
練
校

金
木
分
校

中
央
都
市
産
業
の
一
時
的
な
収
入
に

興
味
を
も
ち
、
あ
る
い
は
新
都
埋
設
造

成
作
業
に
凧
わ
れ
、
郷
里
を
離
れ
て
ゆ

く
一
家
の
あ
る
じ
、
ま
た
、
若
者
た
ち

の
都
会
を
あ
こ
が
れ
て
の
流
出
な
ど
、

今
後
の
地
域
開
発
対
策
に
ど
の
よ
う
な

影
智
を
も
た
ら
す
も
の
で
し
ょ
う
。

生
活
費
を
理
由
と
し
た
遠
距
離
就
労

に
よ
る
、
家
族
の
別
居
生
活
を
解
消
す

る
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
施
設

で
技
術
を
身
に
つ
け
、
将
来
の
安
定
し

た
生
活
が
営
ま
れ
な
い
も
の
で
し
ょ
う

か
。
真
剣
な
訓
練
指
導
シ
ー
ン
を
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。
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偲
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
た
児
童
中
学
校
遺
児
一
人
に
つ
き
、
七
千

獣
叩
酔
小
酢
鶴
‐
焦
豚
熊
彫
匪
孜
既
熊
唾
渋
パ
唾
べ
唾
驚
既
雅
髄
系
砿
龍
腱
嵯
雅
腱
咋
腱
薩
岐
龍
■
支
給
額
円

慰
蕊
鑿
？
蕊
響
瀞
蝿
器

韮
一
一

〃
色
一

副
ヱ

雷
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
嬉

々
“
こ

い
↑
｜

″
『
一
．
●
‘
Ⅲ
口
仙
．
Ｃ
Ｍ
吾

醐
‐
●

円
に
つ
き
、
一
万
円

遺
児
と
な
っ
た
児
童
を
対
象
に
支
給
時
入
学
す
る
年
の
四
月
四
、
慰
謝
激
励
金

金
木
町
で
は
、
遺
児
援
護
対
策
の
一
該
当
す
る
児
亜
で
あ
り
ま
す
。
二
、
卒
業
祝
金
全
遺
児
一
人
に
つ
き
、
五
百
円

環
と
し
て
、
遺
児
の
健
全
な
育
成
と
職
仙
父
又
は
母
か
死
亡
し
た
児
童
・
・
・
．
・
・
．
・
・
：
篭
。
．
・
・
．
。
．
．
・
・
・
・
・
・
・
．
．
．
．
．
・
・
・
、
：
・
・
一
・
・
・
・
・
．
．
．
・
・
・
、
．
．
“
・
・
・
、
・
・
・
．
：
．
・
・
・
・
綴
．
．
．
：
．
．
。
．
．
・
・
・
、
．
・
・
．
・
・
：
・
・
．
．
・
・
．
．
．
．

農
繁
期
に
そ
な
え
て

祉
の
増
進
垂
は
か
る
た
め
、
原
因
の
如
②
父
又
は
母
の
生
死
が
引
続
き
三
ケ

何
を
問
わ
ず
次
の
要
項
に
よ
り
、
弔
慰
月
以
上
明
ら
か
で
な
い
児
童
．

日
頃
の
健
康
管
理
を
大
切
に

金
、
入
学
祝
金
、
卒
業
祝
金
、
慰
謝
激
⑧
父
又
は
母
に
引
続
き
一
年
以
上
遺

励
金
等
を
支
給
し
ま
す
。
（
民
生
謀
）
栞
さ
れ
て
い
る
児
童

そ
ろ
そ
ろ
農
作
業
が
始
ま
り
ま
す
が
に
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
の
多
い
時
期

■
実
施
時
期
昭
和
妃
年
４
月
１
日
．
四
父
母
か
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

■
遺
児
の
範
囲
⑤
父
又
は
母
か
心
身
の
障
害
に
よ
り
○
忙
し
く
な
る
と
で
す
。

一
、
「
遺
児
」
と
は
、
義
務
教
育
終
労
動
能
力
密
失
な
っ
て
い
る
児
童
一
、
主
婦
が
忙
し
い
と
、
ど
う
し
て
も
☆
慢
性
患
者
は
今
の
う
ち
に
治
療
を

了
前
の
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
⑥
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
家
事
や
育
児
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
ま
三
、
働
い
た
分
だ
け
の
栄
養
が
十
分
補

三
月
…
：
。
も
う
す
ぐ
春
で
す
。

さ
て
、
三
月
は
年
度
末
で
す
が
、
昭
和

四
十
七
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
は

納
め
て
し
ま
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
も
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
度
、
国

民
年
金
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
「
夫
婦
五
万
円
年
金
」
が
実
現

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
年
金
が
引
き
上

げ
ら
れ
て
も
、
保
険
料
を
納
め
ま
せ
ん

と
、
う
け
る
年
金
額
が
低
く
な
り
ま
す

し
、
年
金
を
う
け
ら
れ
な
い
賜
合
も
あ

り
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
の
年
金
も

「
絵
に
か
い
た
モ
チ
」
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

将
来
、
と
な
り
近
所
の
方
た
ち
が
、

高
い
年
金
を
う
け
安
心
し
た
生
活
を
し

て
い
る
の
に
、
自
分
だ
け
が
低
い
年
金

〕
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ｌ
国
民
年
金
保
険
料
Ｉ

Ｐ
Ｉ
１
１
ｏ
Ｊ
Ｉ
ｌ
β
Ｉ
１
１
ｐ
ｌ
ｌ
１
ク
ｉ
ｌ
ｌ
ｐ
ｊ
ｌ
ｌ
ｆ

体
の
不
自
由
な
人
へ

六
十
五
才
か
ら
福
祉
年
金
を
支
給

皆
さ
ん
の
と
な
り
近
所
や
知
り
合
い

の
人
で
、
体
の
不
自
由
な
人
は
い
ま
せ

ん
か
。体
が
不
自
由
で
生
活
す
る
の
が
困
難

な
人
に
は
、
普
通
の
人
よ
り
五
年
早
い

六
十
五
才
か
ら
福
祉
年
金
か
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
の
年
金
係
で

ご
説
明
し
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
人

が
い
ま
し
た
ら
係
ま
で
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。

詞

で
淋
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
、
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
え
な
し
、
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
農
作
業
が
始
ま
り
ま
す
が

○
忙
し
く
な
る
と

一
、
主
婦
が
忙
し
い
と
、
ど
う
し
て
も

家
事
や
育
児
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
ま

す
。
僻
地
の
子
供
が
小
さ
い
の
は
忙
し
く

て
か
ま
っ
て
も
ら
え
ず
、
離
乳
時
期

が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
大
き
な
原

因
。
☆
離
乳
期
と
ぶ
つ
か
る
よ
う
な
場
合

買
い
お
き
や
保
存
の
き
く
離
乳
食

は
、
前
も
っ
て
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
病
気
の
人
が
、
が
ま
ん
し
た
た
め

生活時間のめやす（弘前大学臼谷教授）

に
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
の
多
い
時
期

で
す
。

☆
慢
性
患
者
は
今
の
う
ち
に
治
療
を

三
、
働
い
た
分
だ
け
の
栄
養
が
十
分
補

給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

☆
「
コ
イ
」
の
献
立
や
、
共
同
炊
事

に
つ
い
て
の
相
談
は
普
及
所
へ
。

四
、
疲
労
が
番
積
さ
れ
て
潜
在
性
の
疾

患
（
表
に
出
な
い
病
気
）
を
生
じ
ま
す

☆
疲
れ
は
、
そ
の
人
の
最
も
弱
い
と

こ
ろ
に
集
中
し
て
現
わ
れ
る
の
で

そ
れ
を
健
康
管
理
の
目
や
す
に
し

ま
し
ょ
う
。P ※どんなに忙しくてもこれ以上はこえないよ

うにする。

以上のようなことを考えて、

労働力の調盤をどうするか、省力出来る部
門はないか－作業の計画と合せて、健
康で過ごすための鰹備にとりかかりましょ
う。

金木地区農業改良瞥及所生活改善班

消
防
署
か
ら
の

お
ね
が
い

１
、
火
災
を
発
見
し
た
ら
速
や
か
に
火

災
専
用
電
話
．
一
九
番
」
で
消
防

署
に
連
絡
す
る
こ
と
。

２
、
火
災
の
際
、
問
い
合
せ
の
電
話
が

非
常
に
多
く
て
大
変
困
り
ま
す
。
消

防
署
で
は
速
急
に
連
絡
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
関
係
機
関
か
沢
川
あ
り
ま

す
か
ら
、
問
い
合
せ
遜
話
は
、
や
め

て
も
ら
い
ま
す
。

特
に
火
災
専
用
鬮
話
の
。
一
九
番
」

を
利
用
す
る
方
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
充
分

ご
注
意
願
い
ま
す
。

３
、
自
家
用
車
を
利
用
し
て
の
火
災
見

物
者
が
非
常
に
ふ
え
て
お
り
ま
す
が

消
防
車
の
優
先
通
行
等
の
道
路
交
通

法
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
消
防
活
動
を

妨
害
す
る
こ
と
に
な
り
、
法
の
定
め

に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

４
、
あ
な
た
の
家
で
消
火
器
を
用
意
し

て
あ
り
ま
す
か
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
腫
き
所
は
。

灯
油
の
保
管
は
、
量
と
、
履
き
場
所

は
違
反
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

風
呂
釜
は
大
丈
夫
で
す
か
。

５
、
老
人
、
子
供
の
寝
室
は
火
災
が
あ

っ
た
時
、
す
ぐ
逃
げ
ら
れ
る
所
に
寝

か
せ
て
お
り
ま
す
か
。

空
気
が
乾
燥
し
て
火
事
が
出
来
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

「
慣
れ
た
火
元
に
新
た
な
注
意
」

火事、救急は

119番へ

1

1

1,

111
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原
田
一
実
県
議
会
議
員
は
、
外
遊

〃
お
み
や
げ
〃
に
、
母
校
で
あ
る
弼
瀬

小
学
校
（
校
長
佐
女
木
広
志
）
に
教
育

資
料
の
標
本
と
し
て
、
わ
が
国
で
は
珍

し
い
、
印
度
原
産
の
コ
プ
ラ
と
生
存
を

争
う
、
マ
ン
グ
ー
ス
（
ね
こ
科
の
獣
で

い
た
ち
に
似
て
、
蛇
を
喰
う
）
の
死
闘

の
場
面
を
型
ど
っ
た
剥
製
が
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。

動
物
学
は
勿
論
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

に
と
っ
て
は
特
に
諸
外
国
へ
の
開
発
援

助
指
導
、
友
交
国
の
援
助
据
導
な
ど
、

海
外
に
派
通
す
る
若
人
た
ち
に
と
っ
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
の
生
態
な
ど
、
予

備
的
知
識
を
得
る
た
め
の
貴
重
な
存
在

《

新
し
い
電
話
取
り
付
け
の

申
し
込
み
に
つ
い
て

Ｉ
金
木
電
報
睡
話
局
Ⅱ

ま
だ
Ⅷ
話
を
取
り
付
け
て
い
な
い
方
来
の
工
事
計
画
等
い
ろ
い
ろ
準
備
を
し

で
、
局
へ
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
と
、
こ
う
し

に
お
し
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
た
方
が
た
の
意
思
を
は
握
す
る
必
要
か

金
木
局
で
も
、
年
ご
と
に
新
ら
し
い
ら
、
早
急
に
砥
報
鬮
話
局
へ
加
入
の
申

氾
話
を
相
当
数
取
り
付
け
て
お
り
ま
す
し
込
み
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

が
、
な
か
に
は
、
局
の
設
備
等
の
関
係
ま
す
。

か
ら
困
難
で
、
ご
不
自
由
を
お
か
け
し
な
お
、
申
し
込
み
の
費
用
は
一
切
不

維
到
密
妨
峨
魂
却
需
趣
嘩
容
永
鐸
永
鍛
要
で
す
か
ら
、
印
章
お
持
ち
の
う
え
、

力
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
方
ご
来
局
く
だ
さ
る
よ
う
お
待
ち
申
し
上

で
、
砥
活
を
つ
け
た
い
希
望
が
あ
り
、
げ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
局
の
ほ
う
へ
申
し
込
み
を
済
ん
で
問
い
合
わ
せ
は
、
金
木
局
二
○
（
〆
〕

い
な
い
方
に
つ
い
て
、
当
局
と
し
て
将
番
（
無
料
）
へ
。

嘉
瀬
小
学
校
に

印
度
原
産
の
コ
プ
ラ
寄
贈

コ
ブ
ラ
と
マ
ン
グ
ー
ス
の
対
決

原
田
県
議
の
外
遊
お
み
や
げ

を
も
つ
標
本
と
絶
讃
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
《
“
１

陣
刊
Ｌ
ｋ
“

1
二・

．

■4

－．．’4

j
QL

画
画
四
毎
品
目
３

貝
、岬

Ｉ
Ｄ
］
口
気
刊 可

も
う
す
ぐ
学
校

新
入
学
児
童
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、

今
か
い
ち
ば
ん
心
配
の
と
き
で
す
。

ピ
カ
ピ
カ
光
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
は
机
の

上
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。
通
学
服
も
ち

ゃ
ん
と
自
分
で
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
け
て
、

学
用
品
も
も
う
全
部
そ
ろ
い
ま
し
た
。

そ
れ
な
の
に
、
お
母
さ
ん
は
ま
だ
ひ
と

つ
心
配
が
あ
り
ま
す
。

「
う
ち
の
子
が
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に

や
っ
て
い
け
る
か
し
ら
…
…
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
幼
稚
園
に
か
よ
っ
て
い
た

お
子
さ
ん
な
ら
、
幼
稚
園
の
同
級
生
が

ま
た
い
っ
し
ょ
に
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
と
き
に

初
め
て
合
わ
す
お
友
だ
ち
の
顔
を
み
て

こ
わ
か
っ
た
り
、
学
校
ぎ
ら
い
に
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
よ
く
先

生
と
も
相
談
し
た
り
、
ご
近
所
の
お
友

雲驫手蕊＊
サ
カ
ナ
は

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が

吟
】
僑
感
１
１
層 賛

》
・

達
の
家
へ
も
た
ず
ね
て
話
合
い
、
お
互

い
に
気
心
を
知
ら
せ
合
っ
て
お
く
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
小
学
校
は
保
育
所
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
最
低
こ
れ
だ
け
は

お
子
さ
ん
の
身
に
つ
け
さ
せ
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、

①
自
分
の
名
前
が
い
え
る
、
書
け
る
、
読

め
る
、
②
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
、
③
ハ

イ
と
イ
イ
エ
の
意
思
表
示
が
で
き
る
、

④
ハ
ン
カ
チ
や
チ
リ
紙
の
使
い
方
と
し

ま
つ
、
⑤
自
分
の
衣
服
の
脱
ぎ
着
が
で

き
る
、
⑥
用
便
が
た
せ
る
と
い
っ
た
こ

と
が
ら
で
す
。

お
子
さ
ん
が
た
は
爵
こ
れ
ま
で
と
全

く
変
わ
っ
た
環
境
に
は
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
そ
の
生
活
に
早
く
な
れ
る
よ
う

に
指
導
し
、
は
げ
ま
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。交
通
戦
争

学
校
は
、
い
ま
春
休
み
で
す
が
、
来

月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
新
学
期
が
始
ま

り
ま
す
。
新
入
学
児
童
も
交
通
戦
争
の

学
校
は
、
い
ま
春
休
み
で
す
か
、
来
三
月
で
す
、
官
庁
や
会
社
の
年
度
末
洲

月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
新
学
期
が
始
ま
学
校
の
学
年
未
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
州

り
ま
す
。
新
入
学
児
童
も
交
通
戦
争
の
の
か
た
も
、
家
庭
を
あ
ず
か
る
主
婦
の
州

中
に
ま
き
こ
ま
れ
る
わ
け
で
す
が
、
か
方
も
、
い
そ
が
し
さ
は
ふ
だ
ん
の
倍
に
州ⅡⅢ

わ
い
ら
し
い
一
年
生
が
交
通
事
故
で
け
恥
恥
匙
華
卸
唯
し
峰
柁
一
癖
娠
錨
極
姉
州

与
睦
ル
咋
却
い
輸
唾
睦
挙
嘩
州
鍼
唾
痙
自
鍛
朽
畦
で
急
挙
榧
轄
赫
啓
郡
唾
錘
諏
霊
岬

す
。
起
こ
し
や
す
い
季
節
で
す
か
ら
、
健
康
柵

交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
は
年
友
ふ
に
は
と
く
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

鱈
Ｉ
Ｉ
Ｊ
〆
部
Ｉ
Ｉ 需
一
蕊

職 え
る
ば
か
り
で
、
都
会
は
も
ち
ろ
ん
農

山
漁
村
で
も
、
も
は
や
安
全
地
帯
と
い

う
と
こ
ろ
は
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
お
母
さ
ん
方
に
お
願
い
し
た
い

の
で
す
。
こ
ん
ど
学
校
に
あ
が
る
一
年

生
と
い
っ
し
ょ
に
一
番
安
全
な
通
学
路

を
開
発
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

別
に
新
し
い
道
を
つ
く
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
こ
を
這
う
通
れ
ば
安
全
か

学
校
ま
で
の
道
路
を
実
際
に
歩
い
て
み

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

一一一

詠
友
か
蓮

ピ
ー
シ
Ｉ

ピ
ー
と

〆
い
っ
た
よ
Ｉ

‐

《
ソ
‐
ｏ
』
矛
噸
。
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ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
一
月
届
出
分
）

角
田
徳
芙
（
美
佐
労
長
男
）
金
木

工
藤
誠
迩
（
栄
一
長
列
）
藤
枝

松
野
康
代
（
純
誠
長
女
）
金
木

神
風
美
奈
子
（
秀
行
２
女
）
瀦
瀬

千
蕊
智
子
（
歯
夫
長
女
）
藤
枝

山
中
彰
人
（
清
美
長
男
）
癌
瀬

西
村
正
基
（
賢
一
長
男
）
喜
良
市

山
上
広
子
（
義
博
長
女
）
金
木

飯
塚
置
則
（
清
光
長
男
）
斑
瀬

秋
元
智
美
（
敏
弘
長
女
）
粥
淑

茂
木
陽
子
（
政
信
長
女
）
金
木

泉
谷
光
身
（
岳
伸
長
女
）
川
倉

桑
川
錆
子
（
馨
２
女
）
喜
良
巾

神
働
真
紀
（
真
逸
長
女
）
弼
淑

長
利
隆
又
（
慶
吉
長
男
）
金
木

原
田
咲
千
子
（
醐
悦
長
女
）
癌
瀬

沢
田
武
志
（
欣
也
長
列
）
金
木

阿
部
奈
々
子
（
春
美
２
女
）
瀦
瀬

千
葉
あ
ゆ
み
（
共
二
長
女
）
藤
枝

角
田
博
紀
（
誠
一
２
男
）
金
水

仙
場
浩
衣
（
誠
厚
長
女
）
金
木

白
川
恋
（
弘
美
長
女
）
金
木

須
崎
箙
志
（
悠
悦
２
男
）
弼
瀬

工
藤
育
子
（
弘
美
長
女
）
藤
枝

山
中
洋
子
（
良
治
２
女
）
斑
瀬

桑
田
徳
子
（
秀
夫
長
女
）
喜
良
市

三
上
枝
美
子
（
二
三
男
２
女
）
喜
良
市

白
川
桂
（
圭
治
長
女
）
金
木

木
村
通
孝
（
栄
蔵
２
列
）
金
木

奈
良
秀
樹
（
四
郎
長
男
）
金
木

蝦
名
優
子
（
省
二
２
女
）
金
木

（
二
月
届
出
分
）

山
出
朋
香
（
伯
也
長
女
）
金
木

原
田
昇
児
（
武
美
長
明
）
斑
噸

中
谷
桂
子
（
征
紀
長
女
）
川
倉

其
出
和
光
（
豊
光
長
男
）
川
倉

愈輸傘癖晨訓畜繩鰡今M難局今繩継柵離咄辨齢綴今疏罰林元谷的川崎々 真 恵
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